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１ 調査の概要 

（１）調査対象 

   母集団：全国の市区町村に居住する満４０歳から満６４歳までの者 

   標本数：本人５，０００人と同居する成人 

（２）調査時期 

   平成３０年１２月７日～１２月２４日 

（３）標本抽出方法 

   地 点 数：１９９市区町村 ２００地点（１地点２５人） 

   抽出方法：層化二段無作為抽出法 

（４）回収結果 

   有効回収数（率）：本人３，２４８人（６５．０％） 同居者２，８１２人 

 
２ 用語の定義 

（１）広義のひきこもり群 

本人票「ふだんどのくらい外出しますか」の問に、下記５～８のいずれかと回答し、かつ、その状態とな

って６か月以上経つと回答した者 

   ５．趣味の用事のときだけ外出する 

   ６．近所のコンビニなどには出かける 

   ７．自室からは出るが、家からは出ない 

   ８．自室からほとんど出ない 

ただし、次の者を除く。 

      ア）自営業・自由業を含め、現在、何らかの仕事をしていると回答した者 

      イ）身体的な病気がきっかけで現在の状態になったと回答した者 

ウ）現在の状況を専業主婦・主夫、家事手伝いと回答したか、現在の状態になったきっかけを妊娠、介護・

看護、出産・育児と回答した者のうち、最近６か月間に家族以外の人とよく会話した・ときどき会話し

たと回答した者 

 

（２）過去に広義のひきこもり群であったと思われる人の群 

本人票「あなたは今までに６か月以上連続して、以下のような状態になったことはありますか」の問に、

下記の１～４のいずれかと回答した者。 

    １．趣味の用事のときだけ外出する 

    ２．近所のコンビニなどには出かける 

 ３．自室からは出るが、家からは出ない 

    ４．自室からほとんど出ない 

ただし、次の者を除く。 

ア）身体的な病気又は自宅での就業・就労がきっかけで現在の状態になったと回答した者 

    イ）本人が上記で１と回答し、かつ同居者が「１～４のような状態に６か月以上連続してなったことは

ない」と回答した者 

 
 
 
 
 

生活状況に関する調査 概要 
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有効回数数に 
占める割合(％) 

全国の推計数（注１）

（万人） 

有効回数数に 
占める割合(％) 

全国の推計数（注２） 
（万人） 

３ 調査の主な結果 

（１）広義のひきこもり群の出現率及び推計数 

   今回の調査結果における広義のひきこもり群の出現率は１．４５％であり、推計数は６１．３万人である。 

   ※ 調査対象である満４０歳から満６４歳までの人口は、４，２３５万人 

 

 

 

 

  

 
 

 
 
 
 

 

（注１）総務省「人口推計」（平成 30 年）によると、40～64 歳人口は 4,235 万人であることから、全国の推計数

は、有効回収数に占める割合（％）×4,235 万人＝全国の推計数（万人）となる。 

（注２）該当人数 47 人のうち、現在の状況を専業主婦・主夫、家事手伝いと回答したか、現在の状態になった

きっかけを妊娠、介護・看護、出産・育児と回答した者は 11 人であった（平成 27 年度調査（満 15 歳か

ら満 39 歳までが対象）では、上記の者は広義のひきこもり群から除外している。）。 

 

 

 

＜参考：平成２７年度調査（満１５歳から満３９歳までが対象）における広義のひきこもり群の出現率及び推計数＞ 

平成 27 年度の調査結果における広義のひきこもり群の出現率は 1.57％であり、推計数は 54.1 万人である。 

※ 平成 27 年度調査時の調査対象である満 15 歳から満 39歳までの人口は、3,445 万人 

 

 

 

  
 

 

 

 
 
 
 

 
（注３）総務省「人口推計」（平成 27 年）によると、15～39 歳人口は 3,445 万人であることから、全国の推計数は、有効回収数に

占める割合（％）×3,445 万人＝全国の推計数（万人）となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふだんは家にいるが、自分の趣味に

関する用事のときだけ外出する 
19 0.58 24.8 

ふだんは家にいるが、近所のコンビ

ニなどには出かける 
21 0.65 27.4 

自室からは出るが、家からは出ない

又は 自室からほとんど出ない 
7 0.22 9.1 

計 47 1.45 61.3 

ふだんは家にいるが、自分の趣味に

関する用事のときだけ外出する 
33 1.06 36.5 

ふだんは家にいるが、近所のコンビ

ニなどには出かける 
11 0.35 12.1 

自室からは出るが、家からは出ない 

又は 自室からほとんど出ない 
5 0.16 5.5 

計 49 1.57 54.1 

 
準ひきこもり群 
２４．８万人 

 
 
 
 

狭義のひきこもり群 
３６．５万人 

広義のひきこもり群 
６１．３万人 

該当人数(人） 

 
準ひきこもり群 
３６．５万人 

 
 
 
狭義のひきこもり群 

１７．６万人 
 
 

広義のひきこもり群 
５４．１万人 

該当人数(人）



- 3 - 
 

(ｎ)

広 義の ひきこ も り群 (   47人)

広義のひきこもり群以外 (3,201人)

男性 女性 その他

76.6

48.3

23.4

51.7

-

-

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

（２）性別（Ｑ１） 

 広義のひきこもり群では、男性が４分の３以上を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ひきこもりの状態になってからの期間（Ｑ２０） 

   ひきこもりの状態になってからの期間は、３～５年の者の割合が約 21％と最も高く、７年以上の者が約５

割。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）初めてひきこもりの状態になった年齢（Ｑ２１） 

   初めてひきこもりの状態になった年齢は、30 歳台の者の割合が若干低いものの、全年齢層に大きな偏りな

く分布している。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(ｎ)

広義の ひきこも り群 (   47人)

６ヶ月～１年

15～20年

20～25年

6.4

14.9

6.4

21.3

4.3

10.6

6.4

10.6 10.6

2.1 6.4

-

５～７年

１～２年

２～３年

３～５年 ７～10年

10～15年 30年以上

25～30年 無回答

(ｎ)

広義 のひ きこも り群 (   47人)

- 2.1

12.8 14.9

6.4 2.1

12.8 8.5 8.5 10.6 17.0 4.3

１４歳以下

４５歳～

４９歳

５０歳～

５４歳

３０歳～

３４歳

１５歳～

１９歳

２０歳～

２４歳

２５歳～

２９歳

３５歳～

３９歳

４０歳～

４４歳

６０歳～

６４歳

５５歳～

５９歳 無回答
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退 職 し た こ と

人 間 関 係 が う ま く い か な か っ た こ と

病 気

職 場 に な じ め な か っ た こ と

就 職 活 動 が う ま く い か な か っ た こ と

高 校 生 時 の 不 登 校

小 学 生 時 の 不 登 校

中 学 生 時 の 不 登 校

受 験 に 失 敗 し た こ と （ 高 校 ・ 大 学 等 ）

妊 娠 し た こ と

大学生（専門学校生、短期大学生を含む）時等の不登校

介 護 ・ 看 護 を 担 う こ と に な っ た こ と

特 に な い

分 か ら な い

そ の 他

無 回 答

17人

10人

10人

9人

3人

2人

1人

1人

1人

1人

0人

0人

4人

3人

7人

0人

0 10 20 30 40 50

広義のひきこもり群 (n=47人,M.T.=69人)

(n)

平均点

(ｎ)

1.78

1.21

広 義 のひ きこ も り 群 (   47人)

広義のひきこもり群以外 (3,201人)

はい

（４）

どちらかといえば、

はい（３）

どちらかといえば、

いいえ（２）

いいえ

（１）

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

(%)

8.5

1.7

12.8

3.0

25.5

10.2

51.1

84.8

2.1

0.4

（５）ひきこもりの状態になったきっかけ（Ｑ２３） 

   ひきこもりの状態になったきっかけは、「退職したこと」、「人間関係がうまくいかなかったこと」、「病気」、

「職場になじめなかったこと」をあげた者が多い。 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）ふだんの生活態度について、昼夜逆転の生活をしている（Ｑ３７） 

   広義のひきこもり群では、昼夜逆転の生活をしている者の割合が高い傾向がある。 
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テ レ ビ を 見 る

インターネットをする

本 を 読 む

新 聞 を 読 む

家 事 を す る

ゲ ー ム を す る

ラ ジ オ を 聴 く

仕 事 を す る

育 児 を す る

介 護 ・ 看 護 を す る

勉 強 を す る

あてはまるものはない

無 回 答

74.5

29.8

25.5

19.1

19.1

14.9

12.8

2.1

2.1

2.1

-

8.5

2.1

82.5

43.3

25.9

26.9

59.5

18.6

7.9

16.2

11.7

3.8

6.2

1.3

0.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

広義のひきこもり群 (n=47人,M.T.=212.8%)

広義のひきこもり群以外 (n=3,201人,M.T.=303.8%)

(%)

携帯電話での通話（ＬＩＮＥ等のアプリによる通話を含む）

携 帯 電 話 で の メ ー ル

固 定 電 話

ウェブサイト（電子掲示板、ウェブログを含む）の閲覧・書き込み

パ ソ コ ン で の メ ー ル

チ ャ ッ ト ま た は メ ッ セ ン ジ ャ ー

ソーシャル・ネットワーキング・サービスの閲覧・書き込み

オ ン ラ イ ン ・ ゲ ー ム

フ ァ ッ ク ス

ツ イ ッ タ ー （ Ｔ ｗ ｉ ｔ ｔ ｅ ｒ ）

あ て は ま る も の は な い

無 回 答

53.2

36.2

31.9

14.9

10.6

10.6

10.6

10.6

6.4

2.1

10.6

2.1

84.4

66.6

43.6

22.6

24.4

24.7

13.2

9.7

16.7

5.5

1.4

0.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

広義のひきこもり群 (n=47人,M.T.=200.0%)

広義のひきこもり群以外 (n=3,201人,M.T.=312.9%)

(%)(%)

（７）ふだん自宅でよくしていること（Ｑ１７） 

   広義のひきこもり群以外と比較して、「ラジオを聴く」をあげた者の割合は、広義のひきこもり群の方が

高いが、「テレビを見る」、「インターネットをする」などをあげた者の割合は、広義のひきこもり群の方が

低い。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）通信手段でふだん利用しているもの（Ｑ１８） 

   広義のひきこもり群以外と比較して、「オンライン・ゲーム」以外の通信手段をふだん利用している者の

割合は、広義のひきこもり群の方が低い。 
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友 人 ・ 知 人

親

カ ウ ン セ ラ ー ・ 精 神 科 医

配 偶 者

き ょ う だ い

ネ ッ ト 上 の 知 り 合 い

祖 父 母

職 場 の 同 僚 ・ 上 司

都道府県、市町村などの専門機関の人

そ の 他 の 人

誰 に も 相 談 し な い

無 回 答

21.3

14.9

12.8

10.6

2.1

2.1

-

-

-

2.1

44.7

-

43.8

21.1

1.7

52.0

18.4

0.5

0.5

18.1

0.4

5.3

14.9

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

広義のひきこもり群 (n=47人,M.T.=110.6%)

広義のひきこもり群以外 (n=3,201人,M.T.=177.4%)

(%)

（９）ふだん悩み事を相談する相手（Ｑ４０） 

   広義のひきこもり群以外と比較して、広義のひきこもり群では、「配偶者」、「友人・知人」と回答した者

の割合が低い。また、広義のひきこもり群では、４割以上の者が「誰にも相談しない」と回答している。 
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＜回答抜粋＞ 

・粘り強く職安で自分が出来そうな仕事を探したからだと思う。 

・気にしてくれる家族、友だちが、ときどき声をかけてくれたこと。 

・病院のデイケア 

・社会と関わりたいと思った。毎日が退屈に感じた。 

・特にない。自然と。 

・友達に趣味に誘われて出かけるようになりました。 

(ｎ)

過去の広義のひきこもり群 (  134人)

２０歳～

２４歳

無回答

６０歳～

６４歳

５５歳～

５９歳

５０歳～

５４歳

４５歳～

４９歳

４０歳～

４４歳

３５歳～

３９歳

３０歳～

３４歳

２５歳～

２９歳

１５歳～

１９歳

１４歳

以下

0.7 3.0

10.4 11.2 13.4 15.7 10.4 6.7 11.9

4.5

6.7

5.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

(%)

(ｎ)

過去の広義のひきこもり群 (  134人)

５～７年６ヶ月～１年

１～２年

20～25年

25～30年７～10年

２～３年

３～５年

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

30年以上

無回答

10～15年

15～20年

25.4 17.9 9.7 8.2

3.7

10.4

4.5 6.0 3.7 0.7

6.7 3.0

(10-1)過去にひきこもりの状態であった期間（Ｑ３１） 

過去にひきこもり状態であったと思われる期間は、６ヶ月以上１年未満の者の割合が約 25％と最も高く、

３年未満の者の割合が５割以上を占める。 

 

 

 

 

 

 

(10-2)過去に初めてひきこもりの状態になった年齢（Ｑ３２） 

過去に初めてひきこもりの状態になった年齢は、全年齢層に大きな偏りなく分布している。 

 

 

 

 

 

 

(10-3)過去にひきこもりの状態になったきっかけ（Ｑ３３） 

    過去にひきこもりの状態になったきっかけとして割合が高かったのは、「退職したこと」、「人間関係がう

まくいかなかったこと」、「職場になじめなかったこと」、「妊娠したこと」、「病気」の順となっている。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(10-4)ひきこもりの状態ではなくなったきっかけや役立ったこと（Ｑ３４） 

   

 

 

 

 

 

退 職 し た こ と

人 間 関 係 が う ま く い か な か っ た こ と

職 場 に な じ め な か っ た こ と

妊 娠 し た こ と

病 気

就 職 活 動 が う ま く い か な か っ た こ と

介 護 ・ 看 護 を 担 う こ と に な っ た こ と

中 学 生 時 の 不 登 校

高 校 生 時 の 不 登 校

受 験 に 失 敗 し た こ と （ 高 校 ・ 大 学 等 ）

小 学 生 時 の 不 登 校

大学生（専門学校生、短期大学生を含む）時等の不登校

そ の 他

無 回 答

29.1

18.7

13.4

11.9

10.4

7.5

6.0

1.5

0.7

0.7

-

-

23.9

7.5

0 10 20 30 40 50

過去の広義のひきこもり群 (n=134人,M.T.=131.3%)

(%)


